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北海道利尻島で有害駆除されたウミネコの内部寄生虫調査

松本紀代恵・浅川満彦

〒069‐ 8501 北海道江別市文京台緑町582の 1 酪農学園大学獣医学部寄生虫学教室

Report on the intemal Parasites of Black―tailed Culle L躙脚銘郎,70S鮨

(ChaiadrinfOrnles:Laridae》 cOllected o■ RIshiri I.in IIokkaid(レ JaPan

Kiyoe Mrrsrruoro and Mitguhiko Aslrnm

DeparhnentofParasitology, School ofVeterinary Medicine, Rakuno Gakuen University,

Ebetsu, Hokkaido, 0598ti01 fapan

Abetnct. As part of the wildlife medical reeeardr data, parasitic neamtodes, treuratodee and blood

Parasit€s of 51 individuals of Larus crassiroetris collected by the extermination qr Riehiri lalan4

Hokkaido, nor0rern part of ]apan, were inveetigad. Eight h*erophyids, viz, Pnddutaophya continua

(9) (ocqrrence of grilsparaeitized),Pxndcpelotrena japoniam(2l,cryptocdyhsp.l (3),cryptocotybep.

2(13)' SobdqhyaW.(3)' StiddoraqJ (2),Phyidi@sW. (11) andRossicorhana d.itoniam(l),asbigei4

CardioeepMus spt (8),2 echinoatomatide, Aporchisep,(S) and Echinoetomatidae geru sp., Renicolidae

SerL sP., a capillarid, Eucolcus contortus, and 2 acuariide, Pmacuaria bidmtata (5) and, Cosmoceplulus

oboelatus (6), were obtained. Moet of the preeent h€lminths are the first host rccotds in fapan because

only 3 treuratode speciee and 1 ceetode qreciee have beenrecorded from ihe Bla*,-tailed gulle in fapan

uptothieinvestigation. Addingtothehelminths, Ilremoyoteusep.wasobtainedfrom8individuals

among 20 individuale of the gulle exmrined.

1.は じめに

カモメ科ウミネコLrus(凛ぶ0“sは,日本,朝

鮮半島,中 国,ロ シアなど日本海周辺地域にのみ分

布する種であり (山階 ,1986),展示動物として,あ

るいは原油汚染ほか傷病鳥として,我が国の獣医師

がこの鳥を扱う機会は非常に多い。しかし,ウ ミネ

コの寄生嬌虫症診断の基礎となる嬌虫相調査は,沿

海州ロシアで詳細な報告があるが(Bams et■ ,1978;

RyzhikOv et al.,1985,Sonin,1985,1986), 日フトでは

これまでに嬌虫類 4種が記録されているにすぎない

(Iふaguti,1939;】 mヽeg」 et al.,195%Lwano,196Q

浅川ら ,1999).

ところで,北海道利尻島では 1987あ るいは 1988

年頃以来,ウ ミネコの大規模な繁殖コロニーが形成

されるようになった (小杉,19923小杉ら,1998;藤

巻,1995).これらのウミネコの大部分は、標識調査

の結果から天売島および北海道本島枝幸町から移動

したことが確認されたが (小杉,2000),こ のコロ

ニーと入家が近接するため,鳴き声や悪臭,洗濯物

への汚染など住環境への悪影響あるいは昆布乾燥時

の糞汚染とウニヘの食害などといった水産業被害が

生じ,毎年 11∞ 羽の成鳥が駆除されている。ほか

にも卵 25∞ 個の除去とネット設置などの対策が実

施されている.我々は,利尻島におけるこのような
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図 1.利尻産ウミネコの異形吸虫科吸虫 (ス ケールはいずれも 1∞ μm).―― ‐1,PscudoActcrOp■yes c"rhu■ ‐2,PscudOsPc10trema角
"nICum;3,Cr″

roC。ヴ e

sP.1:‐ 4,C7prο cοryfe sP.2:-5,Sο bofじp aヽ SP.;‐ 6,Sdctodora sP.P;‐ 7,P,sidi,pSヽ sP.;‐8,Rosslcorrema ci dOnlcum.
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3.結果と考察

1)吸虫類

小腸から検出された吸虫類としては異形吸虫科

HcteroPhyidaeの Pseudo■eteroPh/es conanua(9個

体 ;1～ 6虫体,平均 3.2虫体)(カ ツコ内の数字は

当該種寄生が認められたウミネコの個体数;検出虫

体数.以下同様)(図 1‐1,■1),PseudOsPerotrema

力"nfCum(2個
体 ;3～ 28虫体,平均 1,.5虫体)

(図 1‐2,■1),COptο cο tyre sp・ 1(3個体 ;1～ 2虫

体,平均 1.3虫体)(図 1-3,■3),Q″ tο cο7re sP.2

(13個体 ;1～ 24虫体,平均 7.9虫体)(図 14,}

4),Sο bοrep■ya sP。 (3個体 ;9～ 51虫体,平均 23.

3虫体)(図 1‐5,"),SIctο do“ sP.P(2個体 ;1～

47虫体,平均 24虫体)(図 1る,36),PrlFdoPsis

sP。 (11個体 ;2～ 152虫体,平均 34.5虫 体)(図 1‐

7,37),Rossicorrema cF donicum(1個 体 ;不明)

(図 13,3‐ 8),St五geidac科の CardioccPIl″ us sP.(8

個体 ;1～ 36虫体,平均 5.5虫 体)(図 2‐1,3-9),棘

口吸虫科 Echinostomatidacの APorchi sp.(5個体 ;

1～ 25虫体,平均 7.4虫体)(図 2‐2,3‐10)と 属不

明の 1種 (1個体 :3虫体)(図 23,}11)であつた。

このほか,腎臓実質内からRenicoldac gen.sP。 (8

個体 ;1～ 13虫体,平均 5.1虫 付  (図 1‐8,3‐12)が

検出された.

ウミネコで腎寄生する吸虫類としては Renfcο ra

属がよく知られている.形態学的な特徴として住胞

吸虫科の肺吸虫Paragonimus属 のように体幅が広い

卵円形の外観がよく知られるが (Sonin,1986),今

回検出された未成熟吸虫は長楕円形であり,外観が

著しく異なった.確実な同定は成熱虫体を検出した

後に実施したい。さらに,所属がまったく不明で

あった吸虫数種が 12個体のウミネコの小腸から検

出されたが,標本の状態が悪いためあるいは未成熟

であったため,同定には至らなかった.

図2.利尻産ウミネコのほかの科の吸虫 (ス ケールはいずれも 1∞ μm)。 一― ‐1,G"い cCPharus sp・

科);2,Aportt sP.cchin。 戯omatidac科 );3,Echino毀 omatidae gen.sP■ 4,Renicolidac geno sP.

(Strigeidae
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図3.利尻産ウミネコの吸虫類 (ス ケールはいずれも 1∞ μm)。 一― ‐1,R“あた餞ν tt cOntiln●■2,Pscu‐

dos「roma,■ Onfω
":3,o″

tοCOプe SP.14,Cr″ tOCO“ e Sp2;‐5,SobOrcP■y4sP._6,S」

“
」
"sPRス

動い遍Ⅲ新
“

P3‐8:ROssico― .こ dOnicum.;‐9,CadiottP力」ぉ sP。 (Strigeidae科 ):-lQ ttPoκ力JS SPo cchinoStO‐

maddae科);‐ 11,Echino毅 。matidae gen.sp■ ‐12,RenicOudae gen.sP.

5

沿海州ロシアでゥミネコにおける吸虫の詳細な報

告はあるが (sonin,1986な ど),日本では吸虫 3種

が記録されているにすぎないけmaguti,193%Uchi

da∝ al.,1991;浅川ら,1999).し かし,今回,少な

くとも 12種が検出され,多 くは日本産ウミネコで

は初報告となった。

これら吸虫の多くは,既に沿海州ロシアを含む世

界各地のカモメ科から検出されている種であったが

(Soin,.1985,1986),均9“めお属については沿海州

では未報告である.均POrCrぉ 属は利尻島のウミネコ

とウトウ (浅川ら,19"),およびナホトカ号日本

海重油流出事故によって死亡したゥトゥとゥミスズ

メからそれぞれ報告がある (石 田ら,1999).

均
"rcrlis属

が日本列島周辺の日本海で発見が続く理

由は,おそらく固有な中間宿主動物の地理的分布に

関連すると考えられる.均

"“
ヵお属の生活史は未知

であるが,形態学的に近似する (よ って,系統的に

も近縁と考えられている)mmasttta属では,まず

海産腹足類の中で幼虫セルカリアになり,こ のセル

カリアがイタヤガイなどの外套膜で被嚢化して経口

的感染の機会を待つ (schen,1970).おそらく,

均
"rcLお

属の場合も同様に幼虫の被嚢した貝類の補
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食により成立した可能性がある。

ところで,ウ トウやウミスズメなどウミスズメ科

は沿岸性の潜水採食型の鳥類,一方,ウ ミネコを含

むカモメ類は沿岸から潮間帯あるいは
=部

淡水域表

層で採食する鳥類である.よ って,海面近くから海

中までを生活日とする貝類が均
"rchiS属

の中間宿

主と示唆された。

2)線虫類

線虫類は毛細頭線虫科の Eucoreus contorus,ア

クアリア科の CοsmOcepルrus obveratusお ょび

Pa“ cu』ria面 den“
“

の 3種が,今回,検出された。

Eucoreus contortusは 1個体のウミネコの食道粘

膜下から雄雄各 1個体ずつ検出された.食道細胞と

雄尾部の形態からEucoreus属 線虫であり(Moravet,

1982),沿海州ロシアのウミネコを含む世界各地の

カモメ科と利尻島で捕獲されたオオセグロカモメか

ら報告のある E cοntοFusと 同定された (Barus ct

al.,1978;浅り‖ら, 1999).

CosmοccPh」us οbveratusは 6個体のウミネコの

胃から検出された.C οttlansは沿海州ロシアの

ウミネコを含む世界各地のカモメ科で報告されてお

り (Barus et」 .,1978),日 本でも利尻島を含む北海

道産オオセグロカモメとセグロカモメから報告され

ている (Machid■ 196■ 浅川ら,1999)。 また,札

幌市立円山動物園で死亡したイワトビベンギンから

も見つかっているので (Azuma ct al.,1988),展 示

動物の野生動物医学的には注目すべき寄生虫の一つ

と考えられる.

2“ cuaria面 den“
“

は5個体のウミネコの胃から

検出された。本属線虫は既に北海道産オオセグロカ

モメに普通に寄生することが報告されているものの

(Machid■ 1967i浅川ら,1999),種の同定はなされ

ていなかった.しかし,本種は沿海州ロシアのウミ

ネコを含む世界各地のカモメ科で報告されており

(Ban・set J.,1978),先 に報告された線虫もこの種

であろう.

これらアクアリア科線虫は公衆衛生学的にX型

幼虫感染症の原因虫を含むと考えられており,特に

この幼虫のコルドンが未発達な点でル暉cuaria属の

特徴と類似するため(Haseg銅L197ι 長谷川,1999,

私信),よ り詳細な分類学的検討が必要とされた。

沿海州ロシア産ウミネコからは25種の線虫類が

報告されているが (Barus et」 .,1978),日 本ではこ

れまで記録がなかった。よつて,以上3種の線虫類

は日本産ウミネコならのフ報告となるが,いずれの

種も前年の利尻鋼杢でオオセグロカモメから見つ

かっている (浅り||ら ,1999).こ れら線虫類は間接

発育―をするので,ウ ミネロとオオセグロカモメの餌

の一部は共通であることが示唆された。

3)原虫類

今回,駆除されて間も無いウミネコ20個体につ

いては,血液原虫を検索 した,その結果,8個体の

赤血球にHacmoProtcuS SP。 (真 コクシジウムロ;住

血胞子虫亜目;プラスモディウム科)のガメトサイ

トの寄生が認められた (図 4).|の属原虫:|,世界

各地のLrus属 のカモメ類で報告されている (Ruiz

tt」.,199■ BOSCh et」 .,1997)。 また,1988年 から

1997年 に神戸市立王子動物園に傷病鳥として搬入

されたウミネコ7個体中4個体から,本属原虫が検

出されている (村田,1998).Haemopmteus属 原虫

は,これまで 17∞ 種以上の鳥類から約 2∞ 種が報

告されているものの,多 くの種は分類学的に再検討

をすべきであると指摘されている (Burr9 1987)。 こ

こでも,分類学的な整理がある程度済んだ段階で,

種レベルまでの同定をしたい。

一般に,こ の原虫寄生による宿主個体への臨床的

影響は少ないが,時 に筋内内でのメロゴニーに伴い

筋炎を起こす (森田,19")。 今回の調査では,特

に胸筋などに異常は認められなかつた。ウミネコは

傷病鳥や展示動物として飼育される機会は多いの

で,fraemoproteus属 原虫の侵淫状況の把握は,そ

のベクタ‐であるヌカカやシラミノ`工の寄生状況と

あわせ必要であろう.

4)その他

日本でのウミネコからの条虫については,re熊―
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sp.(ガメトサイトが寄生する赤血球、写真中央 :X1562).図4.

botrlJus erOstnsの ただ 1種が記録されているにす

ぎないがOameg」 et a.,1959;L77anO,196● Uchi_

da et d.,1991),今 回の調査では複数種の条虫類が

51個体中49個体のウミネコから検出された。現在,

これら条虫類の同定中であり,報告は外部寄生虫と

あわせ別の機会に譲りたい.沿海州産ウミネEIでは

数種の釣頭虫が報告されているが (Ryzhik●v et J.,

1985),今 回は未検出であった。

5)ゥニ類の寄生嬌虫検査

今回検査したムラサキウニlo個体 網嘔Ьl.98か

ら120.5g,平 均88.65g;殻直径52.7-か ら70.8mm,

平均 63.10_)お よかエゾパフンウニ (体重 36.08

からlo9.9g,平 均 76.528:般直径 49.lmmか ら

74.lmm,平均 61.63mm)力 )ら は内部寄生嬌虫は検

出されなかった。ゥエ類には線虫の糸片虫類が寄生

し,宿主の成長に悪影響を与えることが報告されて

いるが (stein,1999),カ モメ類寄生嬌虫類の幼虫寄

生の有無については未検討である。これら鳥類のウ
ニ捕食を寄生虫学的に検討する上でもこのような調

査は継続すべきであろう。
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要旨

野生動物医学上の基礎資料とする目的で北海道利

尻島で駆除された 51羽のウミネコについて内部寄



北海道利尻島で有害駆除されたウミネコの内部寄生虫調査

生嬌虫類と血液原虫を検索した。その結果,吸虫類

として HeterOphyidae科の Pseudo■ eterOPLyes cOn―

tinua(9)(カ ッコ内の数字は,検査した 51個中当

該種寄生が認められたウミネコ個体数),ReudoPcr_

Otremaプ?οjCum(2),CψoOcο7re,P.1(3),
C7Ptοco3/re SP.2 (13),Sο bο repぬンa sP,(3),

,たtodora sP・ P 12),PhFidiOpsls sP。 (11)お よび

RosJcοrtrema cF donfcum (1),StHgeidacオ斗の

Ordiο ccPharus sP.(8),Echinostomatidac科 の

均知КhSSp.(5)と 同科属不明の1種 (1),Renicoldac

科の属不明幼若吸虫 (8)が ,ま た線虫類として

Caplll贔dac科 のEucoreus contortus(1),Acuariidac

科の2“cuaJa ttden“ ta(5)お よびCOsmoccP施山s

obveratus(6)が ,さ らに未同定であるが条虫類 (49)

が認められた.日 本では吸虫類が 3種報告されてい

るのみであったので,こ れらの多くが日本産ウミネ

コで初記録となった.利尻島周辺のウトウあるいは

オオセグロカモメから報告のあるAP。日鴨 sP。,2
面denta“ およびc οbたratusが ,ウ ミネコで認め

られたことは,こ れら鳥類間のある餌資源が重複す

ることが示唆されれた.Renicoldac gen,sp.の 外観

は長楕円形であり,Renfcda属 と著しく異なってい

た。血液原虫の検査をした 20個体中 8個体のウミ

ネコ赤血球に月レemOproteus sP.の ガメトサイト寄

生が認められた.この原虫は筋肉内でメロゴニーに

伴い筋炎を起こすことがあるので,侵淫状況の把握

は今後も必要とされた。

訂正

本誌 18号の浅川ら (1999)で ,ウ ミネコの学名

をPagOp■ルゴ腸 (ゾウゲカモメの学名)と した。こ

こでLrus“ssirostnsと して訂正する.ま た,その

論文で St」geidac gch.sP。 として記録されたウ トウ

からの吸虫類は,前・目立科学博物館 町田昌昭博士

によりLiliatrema属 ではないかのご指摘を受け,再

同定 したところ確かにこの属であることを確認 し

た.こ れも訂正するとともに,ご指摘いただいた町

田博士 に心か ら深 謝 したい。 なお,我が 国の

Liriatrema属 吸虫の報告(北海道産ヒメウ)は以下

の通 りである.

Machidap M・ 1966. Hehinths colected from a pelag‐

ic shag.Bu■ Nat Sa MIIs To●●,9447450.



付録.検討に用いたウミネコの計測値一覧 (単位は体重 詔;その他― l.

1390  ad

1391   ad

1392   ad

1393   ad

1394   ad

1395   ad

1396   ad

1397   ad

1398   ad

1399   ad

1400  ad
1401  ad
1402   ad

1403   ad

1404   ad

1405   ad

1406   ad

1407   ad

1408   ad

1409   ad

1410   ad

141l   ad

1412   ad

1413   ad

1414   ad

1415   ad

1416   ad

1417   ad

1418   ad

1419   ad

1420   ad

1421  juv 13s)

1422   ad

1423   ad

1424   ad

1425   ad

1426   ad

1427   ad

1428   ad

1429   ad

1430   ad

1431  ad

1432   ad

1433   ad

1434   ad

1435   ad

1436   ad

1437   ad

1438   ad

1439   ad

未登録 ad

松本紀代恵・浅川満彦

51.35

43.00

43.15

54.55

52.30

52.00

51.65

44.65

43.00

41.60

51.20

52.40

50.40

48.35

44.45

45.60

46.40

52.15

49.10

48.30

550    445    1140    49.85

600     510    1160    54.75

560     475    1120    54.00

500     455    1090    45.80

550     485    1180    47.80

570     495    1170    51.70

540    480    1100    42.70

600     520    1010    55.40

670    502    1200    51.00
610    495    1090    53.30

530    467    1140    46.60

500    478    1100    44.90

640     510    1200    50.50

500    440    1130    48.00

620    482    1194    50.40
580    485    1142    50.70
520    460    1140    49.35

600     516    1260    46.40

580    467    1140    54.00

640    497    1190    54.80

550     456    1050    46.00

500    490    1200    44.60

570    515    1190    52.70
600    510    1220    49.40

510     500    1160    46.70

510    480    1180    48.00
570    490    1160    47.80
500    455    1130    48.20

610     500    1130    49.20

540     490    1190    48.10

５

０

５

０

５

０

０

０

０

５

０

７

２

375    63.15

360    53.70

359    52.10

391    64.20

374    63.10

382    66.40

382    58.95

355    48.60

366    48.85

359    49.40

372    56.20

384    57.00

367    57.20

376    57.10

364    49,80

374    56.20

312    53.10

383    62.00

375    56.50

355    53.20

385    63.50

395    58.60

374    57.30

355    52.90

376    56.90

404    59.40

360    52.60

397    60.60

395    60.50

394    60.50

375    51.50

382    56.00

394    63.90

390    54.20

387    63.50

394   60.00
385    50.70

405    60.00

384    59.90

405    59.10

370    54.70

380    52.00

385    59.50

387    60.30

370    57.00

367    56.30

375    53.10

375    53.60

380    59.20

374    55。 90

350

363

365

354

385

352

390

357

355

362

360

355

353

350

360

350

360

610     492    1164    50.50       369      382    59.50


